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失敗事例のタイトル  
回収塩酸による Zr の腐食増大 

一次原因（材料要素）  
全面腐食	
 均一腐食 

機種  
容器 

部品  
管 

材料  
Zr	
 ジルコニウム 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  一般工業用濃塩酸中の HF濃度は 0.3～ 0.4 ppm程度であるが、回収塩酸の中には 40 ppm の HF を含む
ものがあり、これを使って 1年余りで腐食を受けた（図１、図 2）。  
 

調査内容とその結果  
	
 沸騰濃塩酸中に HF を添加して Zr の腐食試験を実施した。その結果、1 ppm以上の HF 添加により Zr の
腐食は著しく加速されることを示した。 

損傷発生のシナリオ  
  濃塩酸中に HF が含まれると、 Zr の腐食は著しく加速されることを示した。  

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
濃塩酸中で Zr が耐用するには, 濃塩酸中に含まれる HF が 1 ppm 以下であることが必要である。 
1 ppm 以上の HF を塩酸中に含む場合には、カーボン材を適用しなければならない。 
なお、Fe イオンが塩酸中に含まれる場合にも、Zr の腐食が増大することも要注意である。 

教訓  
  通常溶液中で耐用する金属も、溶液中への微量添加でその金属の腐食を著しく加速する不純物がある。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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